
：ゆかりの埋蔵文化財J 平安時代、 巨麻郡大井孵の巾心であった大井地区。 弘法大師伝説には、 この地に生きたさまざまな人々
の願いが映し出されています。

欝隼胃l-- ＂品�-
弥生時代後厨の住居跡や方形題溝憂と考えられる溝跡が発見され 古潰時代中期の堅穴住唐随、ン

ているc平安時代の遍物と土坑が見つかっていて、周囲に平安時代 住門跡から多数の置や甕、ii杯
の集落があったことがうかがえる。また中世の溝跡からは、天目茶碗 などが発見されているc
や緑粕潟蕊、標鉢、
香炉、漆襲品など
多量の遺物が出
土しており、中世
の人々のくらし—

苺を知ることがで
きる。

弥生時代
後異切土器

罰潤�,�,し一
古培時代前用の土器や

中世の建物跡、井戸跡、木
棺茎などが発見されたc不
勁寺日培内であることから．
不萄寺と関係する施設で
あると船遵される

弘法大師伝説と水
coや

オム法大師空海lさ甲斐の国を訪れた史実lさなく、伝説の数々l這野
ユと呼ばれる遊行偏などによって弘浩大師の信仰が広められ、地滅
の伝承と結びついたと考えられています。今巨.::m;i介した大井地区
だけでなく、市内には他の地区にも弘法大Pili伝説が残されています。
例えば御勅使川の伏流水が湧出する加貿美の法苦寺にはこんなお
話が伝えられていますc

法善寺焼内に湧き出る泉は「烏池」と呼ばれ池の中島に井戸が
麹られています。その底が室宮に通じており、弘法大�iiiがこの池で

烹9降雨の祈祷をしたところ、瞬く間に雲を呼び雨
を降らせたと伝えられていますcそれ以来、ひ
でりの時にこの水を汲んで雨乞いを行えば、そ
の夜、葉が背中に明るい火をi」してこの井戸の
上を横切り雨が降ったと言われました。そこか
らこの水は「圭神水lと呼ばれています。

法；；幸";,.,神水

一方、御勅使Illの洪水が頻素に起こり、「月夜
でも焼ける」とD乎ばれるはどの旱ばつ地帯であ
った存家塚の大域寺では、こんな言い伝えがあ
ります。

平安時代に起さた御勅使川大水宮の短IRのため、空海が削廷より
勅使として直わされました。空海は、原七郷の守り神として大城寺に
箆沙門天像を彫り、七社の畑作物を行商する免許状を像内に胴め季
納したとも言われています。

弘法大師仏説は、水0)芸かな地域や洪水に苦しめられ水の桜得に
苦労した地域など、「水」をキーワードとしてそれぞれの地坑ぢ深く
結びついています，
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古沼油代中用の_j_器

”屑帽＂
弥生I寺代から古墳時代、そして奈良•平安時代から中世まで淫綿と続く

大規模果落蹟奈良平安I寺代、この地域は巨麻郡大井郭（こまぐんおおい
のさう）に居しており、郷の中心共落のひとつであった可flll'I生が忌い。

nil訊情、 ヽI
中世の水田跡および硯国詩代の寺院跡。戦国時代の木棺墓［こは板材に

梵字などが墨書され、内部からは灰、誓穂を載せたかわらけ、銭貨、櫨物の
種子が出土した。このことから寺屈にかかわりの深い人物が火葬され、開
葬屁と共四頸恥；
れたことが推測さ
れている。また叢
遍の鯛査では、法
善寺の塔珀福寿
読が発見されて
いる。

オ:;i;

木棺の蘊を
同けたところ

/1/": 
・ 法苓寺否也

法岳寺燐内図

唄虹厩遍誓.�嘩這ti I 
水の豊かな湧水地帯を利用して営まれた、弥生時代から江戸時代ま

での水田跡が発見されている。とりわけ油田選跡では、籾や雑穀の種
子の圧痕が残され
ている萱片や木製
竪杵などが出土して
いて、当時の食にか
かわる貴重な資料
となっている。

馴店『;rit雰1:-
鎌倉峙代の杭で語岸された水田跡や水路跡、そして低地の同発を主

老した有力者
晏

麟と船される廷物跡が発見されている。水田胡か
らは五茫早「 」を
記した呪符木箇（じ
ゅふもっかん）や人
形（ひとがた）、斎恵
（いぐし）などまじな
いに使われた木製
品が多く出土してお
り、この地に暮らし
た人々の切実な願
いが伝わってくる。
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平安閃代の住屠酌
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弘法大師が増穂町の泊平に1J
建した真言宗寺院と伝えられ、
鎌倉初期に石和五郎信光が再
輿して信光寺となり、天文年闘
禅宗の寺院として宮沢の地に移
されたと言われる

＂層F冒�-

弘法大師苔庭の伝説が残る寺院。武田信

武も深く信仰したと伝えられるc

n;; 冒濯�-
弘法大障が川の中から呪れた金色に陣＜
大日（不勁明王）に尊かれ、不勁明王を彫
刻して器いたと伝えられる貞言宗の古刹。
大日が現れた不祉寺西側の川は明王111と
いわれている。寺内には空海が功岱ため
の水を汲んだ池があったと伝えられるなど、

数々の弘法大湿伝説に彩られている。

’ i-
弘法大師が像を安雷し聾I連したと
伝えられる寺院eこの寺がもとで
近辺の村の名を北大師と呼ぷよう
になったと伝えられる。

欝鼎�tnlnlllll
地表が黒色のため、苔家の大家で
あった弘法大緬が毎日至を洗った
裾所と伝えられる水田。

"序讚,1,�— 

弘法大師が独鈷杵で地面を突いたところ、
湧き出たと伝えられる濤水。日照りが続い
ても枯れない井戸として利用されてきたッ

-·� い、t
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ドー

八幡寺を弘法大踊が建てたとき｀若沼}\
幅の化身である生が助けた言い伝えが残
されている。
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一軒茶臣 ・ 荊沢線
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＂壇農凰置［一

mi•� 冒暑Ji-
かつては七堂伽藍を偏えたといわれる頁
言宗の大寺院。硯在は廃寺となっており、
ゎすかな石造物のみが寺院の面彩を令に
伝えている。

罰置置�-

法苦寺島池

弘法大師が、洪水と疫病に苦しむ人々を

救済するため薬繍如来を彫り、建立したと

伝えられる真言宗寺院。

罰杭---

晶緬雄暉柔寺で空油から直接灌頂①ヽ
んじょう）を受けた1曽「神徳（しんとく）」

I
が、逸見の地（北杜市）に国建したと伝
えられる典言宗の古刹。甲娑源氏加百
美速光の館跡であるI見在地に速光の孫
速経が移転したと再われる， 市IR.<'郊
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